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れ
て
以
来
、
１
年
２
ヵ
月
も
の
間
、「
塩
漬
け
」
状

態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
背
景
に
は
、
避
難
を
阻
み
、

帰
還
を
進
め
た
い
福
島
県
と
国
の
思
惑
が
あ
り
ま
す
。

今
年
、
８
月
22
日
に
は
、
原
発
事
故
被
害
者
19
人

が
国
を
相
手
取
っ
て
、
同
法
の
実
施
を
求
め
、
提
訴

を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
８
日
後
、
復
興
庁
は
、
度

重
な
る
被
災
者
や
市
民
団
体
か
ら
の
要
請
に
一
切
答

え
る
こ
と
な
く
、
基
本
方
針
案
を
公
表
。
被
災
者
・

市
民
の
意
見
が
実
質
的
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

法
の
理
念
と
は
程
遠
い
こ
と
、
既
存
の
施
策
の
貼
り

合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
な
ど
、問
題
の
多
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
形
だ
け
の
パ
ブ
コ
メ
を
行
な
い
、
こ
の

ま
ま
閣
議
決
定
す
る
こ
と
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」
と
は

20
㍉
Sv
（
シ
ー
ベ
ル
ト
）
撤
回
運
動
、
自
主
的
避
難

の
賠
償
問
題
、
避
難
区
域
設
定
…
…
。
福
島
原
発
事

故
後
、
被
ば
く
の
影
響
を
過
小
評
価
し
、
住
民
を
福

島
に
縛
り
付
け
よ
う
と
す
る
政
府
と
市
民
の
攻
防
は

一
進
一
退
を
続
け
ま
し
た
。
い
か
に

市
民
が
声
を
あ
げ
よ
う
と
住
民
が

切
実
な
被
ば
く
の
問
題
を
訴
え
よ

う
と
、
政
府
は
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
心
あ
る
国
会
議
員
と

市
民
、
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
の
力
で
、

原
発
被
害
者
の
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
立
法
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
が
「
原
発
事
故
子
ど

も
・
被
災
者
支
援
法
」
で
す
。
―
―

２
０
１
２
年
６
月
21
日
、
全
会
派
・

全
国
会
議
員
の
賛
成
の
も
と
、
国
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
条
の
「
目
的
」
に
「
放
射
性
物
質
に
よ
る
放

射
線
が
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
危
険
に
つ
い
て
科
学
的

に
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
」
と
明
記
。
こ
れ
に
鑑

み
て
、「
居
住
」「
避
難
」「
帰
還
」
の
選
択
を
被
災

者
が
自
ら
の
意
思
で
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

国
が
支
援
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
医
療
の
支
援
、
移
動
の
支
援
、
移
動
先
に

お
け
る
住
宅
の
確
保
、
学
習
等
の
支
援
、
就
業
の
支

援
、
保
養
な
ど
で
す
（
第
五
条
）。
ま
た
、
特
に
子
ど

も
（
胎
児
を
含
む
）
の
健
康
影
響
の
未
然
防
止
、
健

康
診
断
お
よ
び
医
療
費
減
免
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
（
第
十
三
条
）。

「
基
本
方
針
」
で
実
施
を
担
保
／
鍵
に
ぎ
る
「
支

援
対
象
地
域
」

「
子
ど
も・被
災
者
支
援
法
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
プ

ロ
グ
ラ
ム
法
」
で
あ
り
、
理
念
や

枠
組
み
の
み
を
規
定
し
た
も
の
で

す
。
政
府
は
、
支
援
対
象
地
域
の

範
囲
や
被
災
者
生
活
支
援
計
画
な

ど
を
含
む
「
基
本
方
針
」
を
定
め
、

そ
の
過
程
で
、
被
災
者
の
声
を
反

映
し
て
い
く
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
（
第
五
条
）。

支
援
の
範
囲
は
、
い
ま
ま
で
の

政
府
指
示
の
避
難
区
域
よ
り
も
広

い
地
域
を
「
支
援
対
象
地
域
」
と

し
て
指
定
し
（
第
八
条
第
一
項
参

﹁
原
発
事
故
子
ど
も
・

被
災
者
支
援
法
﹂　

塩
漬
け
の
後
は
ホ
ネ
ぬ
き
!?

法
の
理
念
無
視
、
被
災
者
の
声
不
在
⋮
⋮
復
興
庁

の
基
本
方
針
案

満
田
夏
花

８
月
30
日
、
復
興
庁
は
、「
原
発
事
故
子
ど
も
・

被
災
者
生
活
支
援
法
」
実
施
の
た
め
の
基
本
方
針
案

を
発
表
し
ま
し
た
。
当
初
、
９
月
13
日
ま
で
、
わ
ず

か
２
週
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
一
般
か
ら

の
意
見
聴
取
、
以
下
パ
ブ
コ
メ
）
に
か
け
る
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
高
ま
る
抗
議
の
声
に
10
日
間
延
長
し
ま

し
た
（
締
切
９
月
23
日
）。

「
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」
は
、
２
０
１
２
年

６
月
21
日
、
全
国
会
議
員
の
賛
成
の
も
と
に
制
定
さ
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特
集
２　
若
者
が
、
子
ど
も
た
ち
が
危
な
い

照
）、
そ
こ
で
生
活
す
る

被
災
者
、
そ
こ
か
ら
避
難

し
た
被
災
者
の
双
方
に
対

す
る
支
援
を
規
定
し
て
い

ま
す
。
い
ま
ま
で
、
市
民

団
体
や
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
、

心
あ
る
専
門
家
は
、
国
際

基
準
や
国
内
法
令
が
、
公

衆
の
被
ば
く
限
度
を
年
１
㍉
Sv
を
基
準
と
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
追
加
被
ば
く
量
年
１

㍉
Sv
以
上
の
場
所
を
支
援
対
象
地
域
に
含
め
る
べ
き

だ
と
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

法
の
理
念
を
無
視
し
た
復
興
庁
の
基
本
方
針
案

と
こ
ろ
が
復
興
庁
の
基
本
方
針
案
は
、
こ
の
よ
う

な
法
の
理
念
を
無
視
し
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
案
の
「
Ｉ
．
基
本
的
方
向
」
に
は
、「
放

射
線
に
よ
る
健
康
不
安
を
感
じ
て
い
る
被
災
者
や
、

そ
れ
に
伴
い
生
活
上
の
負
担
が
生
じ
て
い
る
被
災
者

に
対
し
、
本
基
本
方
針
に
基
づ
く
、
支
援
を
着
実
に

推
進
し
、
被
災
者
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
放
射
線
被

ば
く
の
影
響
は
「
不
安
」
だ
け
で
片
付
け
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
第
一

条
の
「
目
的
」（
前
述
）
を
踏
ま
え
た
方
向
性
を
打
ち

出
す
べ
き
で
す
。

「
線
量
基
準
」
を
放
棄
／
「
支
援
対
象
地
域
」

は
狭
す
ぎ
る
上
に
、
支
援
内
容
ほ
と
ん
ど
な
し

「
支
援
対
象
地
域
」
は
福
島
県
内
33
市
町
村
と
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
の
規
定
を
無

視
し
て
、
線
量
を
基
準
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
あ
ま
り

に
狭
す
ぎ
る
う
え
、
こ
れ
に
対
応
し
た
具
体
的
施
策

は
ほ
と
ん
ど
な
く
（
※
）、
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

復
興
庁
は
、
支
援
対
象
地
域
向
け
の
施
策
と
し
て
、
①
子
ど

も
元
気
復
活
交
付
金
（
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
人
口
が
流
出
し

て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
全
天
候
型
運
動
施
設
等
の
整
備
や
、
プ

レ
イ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
の
実
施
を
支
援
）、
②

公
営
住
宅
の
入
居
の
円
滑
化
、
③
高
速
道
路
の
無
料
化
―
―
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
②
に
関
し
て
は
、
家
賃
補
助
も
な
け
れ
ば
、

優
先
入
居
も
な
く
、
既
存
の
公
営
住
宅
法
の
適
用
の
み
で
す
。
③

は
、
す
で
に
今
年
の
３
月
に
打
ち
出
さ
れ
た
施
策
で
す
。
福
島
県

の
中
通
り
、
浜
通
り
プ
ラ
ス
宮
城
県
の
丸
森
か
ら
の
母
子
避
難
者

が
対
象
と
限
定
的
で
す
。

さ
ら
に
、「
準
支
援
対
象
地
域
」
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
既
存
の
政
策
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用

地
域
を
呼
び
換
え
た
だ
け
の
も
の
で
す
。

施
策
の
中
身
を
見
る
と
、
全
施
策
１
２
０
の
う
ち

87
の
施
策
が
、
今
年
３
月
15
日
に
公
表
さ
れ
た
被
災

者
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
全
く
同
じ
で
、
既
存
の
施
策

の
寄
せ
集
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
支
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
施
策
で
も
、
少

な
く
と
も
７
施
策
が
以
前
か
ら
あ
る
施
策
。
残
り

の
26
施
策
も
、
大
半
は
除
染
と
健
康
不
安
の
解
消

に
関
わ
る
も
の
で
、
最
も
重
要
な
「
避
難
の
権
利
」

を
保
障
す
る
避
難
者
支
援
策
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん

（O
urPlanetT

V

「
支
援
法
の
基
本
方
針
～
線
量
基
準
な
く

既
存
政
策
寄
せ
集
め
」
参
照
）。

福
島
県
県
民
健
康
管
理
調
査
の
問
題
点
に
つ
い
て

は
手
つ
か
ず
で
す
。
多
く
の
専
門
家
や
市
民
は
、
甲

状
腺
癌
や
生
活
習
慣
病
の
み
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

現
在
の
福
島
県
県
民
健
康
管
理
調
査
の
見
直
し
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
県
外
に
お
け

る
健
康
対
応
に
つ
い
て
は
、「
有
識
者
会
合
を
設
置

し
て
検
討
」
と
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
民
に
で
き
る
こ
と

こ
の
大
問
題
の
基
本
方
針
案
は
、「
一
定
の
線
量

以
上
」
の
地
域
を
支
援
対
象
地
域
に
指
定
す
る
と
い

う
支
援
法
第
八
条
か
ら
逸
脱
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
、

「
一
定
の
線
量
」
を
決
め
る
際
に
は
、
年
１
㍉
Sv
に
す

べ
き
と
い
う
世
論
の
圧
力
を
か
わ
す
た
め
、「
一
定
の

基
準
」
を
定
め
ず
、う
や
む
や
に
す
る
と
い
う
腹
で
す
。

ま
た
、
被
災
者
の
声
が
実
質
的
に
は
何
一
つ
反
映

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
自
体
、
被
災
者
の
意

見
を
反
映
す
る
と
し
た
法
の
規
定
に
違
反
し
ま
す

（
第
十
四
条
）。
わ
ず
か
24
日
間
の
パ
ブ
コ
メ
期
間
中
、

説
明
会
は
福
島
県
で
１
回
、
東
京
で
１
回
。
全
国
に

避
難
し
て
い
る
原
発
被
害
者
は
、
こ
の
こ
と
自
体
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

で
き
れ
ば
お
住
ま
い
の
自
治
体
に
、
わ
が
県
（
ま

た
は
市
）
で
、
基
本
方
針
に
関
す
る
「
公
聴
会
」
を

実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
を
国
に
挙
げ
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
を
め
ぐ
る
ア

ク
シ
ョ
ン
や
最
新
情
報
は
、
随
時
「
避
難
の
権
利
」

ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
み
つ
た
・
か
ん
な
／
国
際
環
境FoE Japan

理
事
、
３
・

11
原
発
震
災
以
降
は
、
20
㍉
Sv
基
準
撤
回
、
避
難
の
権
利
確

立
の
た
め
の
運
動
、
脱
原
発
の
実
現
に
向
け
た
各
種
活
動
に

従
事
）

筆者


